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委 員 会 視 察 報 告 書  

 

委 員 会 名 文教厚生常任委員会 

 

視 察 地 福島県会津若松市 

調 査 項 目 
学校と家庭が連携して学力向上を目指す計画である「あいづっこ学力向

上推進計画」について 

調 査 目 的 
「あいづっこ学力向上推進計画」について調査し、今後の本市における

取組の参考とするため 

日 時 令和８年７月１６日（木）午前１０時～正午 

場 所 会津若松市役所（福島県会津若松市東栄町３番４６号） 

調 査 概 要 

【会津若松市の概要】 

人 口：１０７，８５４人 

    男性：５１，８３１人 女性：５６，０２３人 

面 積：３８２，９９㎢ 

市の位置：福島県西部、会津盆地の東南に位置している 

 

【「あいづっこ学力向上推進計画」について】 

会津若松市では、「次代を担う会津人の育成」を基本理念に掲げ、家

庭・学校・地域が一体となって子供の健全育成と学力向上に取り組むた

め、「あいづっこ宣言」を平成１４年に策定している。会津藩校日新館

創設以来、「人づくり」こそ地域発展の礎との考えの下、教育に力を入

れてきた歴史と伝統があり、「やってはならぬ、ならねばならぬ、なら

ぬことはならぬものです」という会津藩の教えを礎とし、子供だけでな

く大人も共通の行動指針として実践することを目的としている。 

また、この理念を具体的な教育施策へ発展させたものが「あいづっこ

学力向上推進計画」であり、この計画は、会津若松市教育大綱や総合計

画に基づき策定され、学校教育だけでなく家庭教育や地域との連携を含

めた総合的な学力向上施策として位置付けられている。 

 

【「あいづっこ学力向上推進計画」の特徴】 

計画では、「確かな学力」の育成を目標に掲げ、次の四つの視点から

取組を推進している。 

・児童生徒の確かな学力の向上を図る基盤づくり 

・グローバル教育の推進（ＩＣＴ教育を含む） 
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・学習意欲の向上 

・地域が一体となった推進体制の構築 

学力調査の結果を分析し、各学校が改善計画を策定するＲ－ＰＤＣＡ

サイクルを確立することで、授業改善や教員の指導力向上につなげてい

る。また、一人一台端末を活用したＩＣＴ教育や教員研修の充実など、

時代に対応した教育環境づくりにも力を入れている。 

 

【家庭・地域との連携】 

会津若松市の特徴は、「学力は学校だけで育てるものではない」とい

う考え方である。 

「あいづっこ宣言」を市民全体の共通理念とし、 

・朝のあいさつ運動 

・家庭での朝食・生活習慣づくり 

・地域活動への参加 

・会津の歴史・文化を学ぶ活動 

などを家庭や地域が主体となって実践している。 

また、「会津若松市青少年育成市民会議」を中心に、市内１４地区の

青少年育成推進協議会や学校、ＰＴＡ、企業などが連携し、市全体で子

供の成長を支える体制が構築されている。 

視 察 の 様 子 

  

  会津若松市役所での説明       会津若松市議場にて 

質 疑 応 答 

質問１ 子供が学習するに当たっての保護者へのアプローチはどのよ

うにしているか。 

回答１ 家庭環境が違うため難しい課題である。色々な機会や、保護者

会、プリントなどでアプローチしている。家庭学習では、メディ

アの使い過ぎが問題となっており、メディアコントロールの意識

付けに取り組んでいるが、小学生と中学生のいる家庭もあること

から、取組期間を小・中学校で揃える（中学校のテスト期間を小

学校の取組期間とする）ようにして実施している。 

 

質問２ 読解力向上について、学校図書館支援員を配置しているが、配

置以外に朝読書や読み聞かせといった取組はあるか。 
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回答２ 学校図書館支援員を６名配置しており、図書の分類、図書館に

入りやすい環境づくり、読み聞かせ等を実施している。ＮＩＥ新

聞については３校が活用している。朝読書の取組は各学校に任せ

ている。 

 

質問３ あいづっこ数学サポートティーチャー募集の方法及び子供た

ちの感想を教えてほしい。 

回答３ 数学の力が弱かったため、会津大学と近隣の学校がボランティ

アでサポートをお願いしていた経緯があり、現在は、補助を出し

てお願いしている。学生が集まるときに募集のＰＲを実施してい

る。２７名が登録しており、１８名が会津大学の学生、９名が元

教員や地域の方である。学生の移動は自転車が主であることから、

自転車で移動できる範囲に固まっている。自転車で移動できない

地域については、元教員や地域の方で対応している。子供たちの

感想としては、年代が近いことから親近感があり、子供たちから

非常に好評である。子供が分からないところを聞きに行けるとこ

ろが良い。 

 

質問４ 学校教育指導委員とは何か。 

回答４ 各学校から１名ずつ指導力のある先生に学校訪問の時に一緒

に来てもらって授業を見てもらう指導委員である。 

 

質問５ なぜ、読解力に視点を当てたのか。 

回答５ 読解力をつけるためには、書く力、読む力、理解する力が総合

的に必要になると考え、読解力の向上に取り組んでいる。 

 

質問６ 各検定受検への助成の実績はどうか。また、同じ生徒が複数回

の助成を受けることができるのか。 

回答６ ３級を目指してもらうために、まずは５級から受けてもらえる

ように取り組んでいる。実用英語技能検定の実績としては、平成

３０年度は７１２名、令和７年度は８９７名が受検しており、３

級取得率は１０％向上している。複数回の生徒も都度受けられる。 

 

質問７ 部活動の地域移行に関してはどのような状況か。 

回答７ 休日の部活動は令和８年度から完全移行している。令和５年度

からは指導者謝金は公費としている。運動部（１４種目）、文化部

（吹奏楽部、合唱部）が完全移行している。 
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質問８ 会津大学との独自の協定を結び、不登校やギフテッドへのアプ

ローチは考えているか。 

回答８ 協定は結んでいないが、連携は強化していきたいと考えてい

る。不登校への取組については今後考えていきたいと考えている。 

 

質問９ 個に応じた個別最適な学習についてどのように取り組んでい

るか。 

回答９ 指導力の向上研修をしている。実際の授業を体感してもらい、

終了後に講演をしてもらっている。デジタルドリルについては、

ＡＩが入っており、子供の進度に応じて振り返り対応することが

でき、家庭にも持ち帰ることができるので、家庭学習に活用して

いる。 

 

質問 10 授業の習熟度による取組を実施しているか。 

回答 10 各学校によってというところであるが、取り組んでいる学校も

ある。 

 

質問 11 来年３月に策定される教育大綱についてどれだけ反映してい

くか。 

回答 11 推進基本計画と教育大綱を並行して作業している。グランドデ

ザインとして、目標は「憧れ・学び・誇り ～凛としたあいづっ

この育成～」とあるが、「憧れ」は「志」を作ることであり、学ぶ

ことによって力を付けて未来に進むということである。なぜ学ぶ

かというところで目標を作り、「憧れ」としてのキャリア教育に力

を入れていき、「誇り」として、先進的な会津であるよう取組を考

えていきたい。 

 

質問 12 特別支援が必要な子供たちへの学力向上に対してのアプロー

チはどう考えているか。 

回答 12 難しい課題であると認識している。学級の集団づくりのため、

ＱＵを取り入れ、学級づくりに力を入れている。特別支援員を小

中学校に配置３９名（医療時ケアを含む）配置している。予算の

都合もあり、学校からの要望に応えられる人数ではないが各学校

に配置しており、特別支援員とともに対応している。 

 

質問 13 インクルーシブについての取組はあるか。 

回答 13 その子たちに合った学びの場を提供できるようにと考えてお

り、特別支援学級もその場である。保護者と相談しながら、いい
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学びの場となるよう探りながら取り組んでいる。また、交流は必

ずするようにしている。 

 

質問 14 あいづっこ宣言を、具体的にどう結び付けて取り組んでいる

か。 

回答 14 あいづっこ宣言は、小学１年生で全員暗記する。中学生はあい

づっこ宣言に基づいての行動計画を立て、学期ごとに振り返ると

いうように、形骸化しないように取り組んでいる。 

 

質問 15 心に残る感動の場の提供について、事例の詳細を教えてほし

い。 

回答 15 中・高一貫校である会津学鳳高校は黒板アートで優勝するなど

有名であり、黒板アートはみんなで取り組めるため、取り入れた。 

昨年度は全ての中学校である１１校が参加し、３０作品が出さ

れた。 

 

質問 16 あいづっこ人材育成プロジェクトが将来につながった子供は

どれくらいいるか。 

回答 16 将来につながった子がどれくらいいるかは分からないが、あい

づっこ人材育成プロジェクトは子供たちに大変好評である。将来

につながればと考えている。 

 

質問 17 令和８年度があいづっこ学力向上推進計画の最終年度である

が、分析、評価はどのようにしていくのか。また、今後の時間軸

について検討されているか。 

回答 17 学校教育課の指導主事９名を中心として他市の事例も見なが

ら策定している。策定については学力向上推進委員会の有識者に

も意見を頂く。次期計画期間については、１０年としているが、

５年で見直しを図る予定である。あいづっこ学力向上推進事業ア

クションプランは毎年策定しているので、少しずつ変化を加えな

がら進めていく。 

 

質問 18 小・中学生の数はどのくらい増減しているか。 

回答 18 令和７年度の出生数は５００人程度である。小・中学校の児童・

生徒数は約８，０００人（小学校１７校、中学校９校、義務教育

学校２校）であるが、毎年小学校で約１００人減少している。 

 

質問 19 学校の統合や教師が減となると、学習指導、生徒指導をどう捉
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えているか。 

回答 19 小学生４，４７９人、中学生２，３６８人、義務教育学校５９

０人、合計７，４３７人である。毎年減少しているが、教育委員

会が統合を示すのではなく、学校運営協議会から学校の在り方を

議論していただいており、地域の意見に沿うように研究していく

スタンスである。また、全国的にも教師の数が足りない。一番の

問題としては、定数は足りているが、産休、育休、病休の代替が

難しい。 

委 員 会 所 感 

【山本博文】 

会津若松市では、「豊かな心と個性を育むまち」を目指し、平成２

９年度から令和８年度までの１０年計画で学力向上に取り組んでい

た。４つの施策では、１．確かな学力の向上（「Ｒ－ＰＤＣＡサイク

ル」と「ＱＵ」の推進）、２．グローバル教育、ＩＣＴ活用、３．学

習意欲、チャレンジ精神の向上（各種検定の助成、あいづっこ人材育

成プロジェクト等の感動体験の提供）、４．学校、家庭、地域の連携

（全中学校区での学校運営協議会導入、サポートティーチャー等の活

用、学校支援体制の整備）を行っていた。具体的な内容は家庭学習や

テスト期間に合わせて、小・中学校、地域合同でスマホ等のメディア

コントロールを実施。読解力や学習サポートでは図書館支援員（６人）

を配置し図書環境の整備や会津大学の学生等をあいづっこ数学サポ

ートティーチャーとして学校に派遣する取組も行っていた。また、地

域連携、特色ある取組としては、「あいづっこ宣言」の暗記や「あい

づっこ黒板アートコンテスト」、「まなべこツアー」等を通じて、規範

意識や地域愛醸成を図っていた。柏崎市でも取り組むべき内容があ

り、今後の取組に生かせればと感じた。 

 

【池野里美】 

会津若松市では、あいづっこ学力向上推進計画として、現状と課題

を分析し、見直しをしながらアクションプランをまとめ、取り組んで

いる。特に、教員の指導力向上として、国語、英語、算数では、大学

の附属小学校の講師による模範授業を直接見て体感して学べる機会

を作っている。また、各学校より１名指導力のある教師が指導主事と

共に学校訪問をし、指導助言を通した授業づくり研修やチャレンジテ

ストの問題作成を助言したりされている。また、地域人材の活用とし

て、会津大学の学生が「あいづっこ数学サポートティーチャー」とし

て１８名登録されており、１時間１，０００円で数学の時間に中学校

へ派遣されている。年代の近いお兄さんたちがサポートに入ることで

相談しやすく、子供たちからとても好評だと伺った。柏崎市にも２大
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学があるので、学生と小・中学校で更に連携することで、学校のサポ

ートへつながるのではないかと感じた。また、会津の伝統的な教育と

想いを基に「あいづっこ宣言」を小学１年生から暗記しており、中学

生になると、この宣言を基に自分なりに目標を立てるという取組もさ

れている。古の精神や会津らしさを大切にした教育をされており、当

市でも柏崎らしさを生かした特色のある教育を大切にしていきたい

と思った視察だった。 

 

【三嶋崇史】 

会津若松市では、１０年前からあいづっこ学力向上推進計画を進

め、年度別にあいづっこ学力向上推進事業アクションプランを作成し

ている。学力向上を目指すには、基礎学力の底上げと家庭学習の充実

だと思っていた。しかし、実際は主体的学び、思考力、表現力、学習

習慣の確立、体験活動が必要で、Ｒ－ＰＤＣＡサイクルに基づき継続

改善することが重要である。あいづっこ学力向上推進事業アクション

プランには、教員の指導力向上の取組があったり、ＩＣＴ事業づくり

の推進、チャレンジ精神の向上があったりする。中でも特徴的なもの

は、あいづっこ数学サポートティーチャーである。会津大学の学生を

募集し、数学の授業のサポートに入る。人材不足が社会問題になって

いる状況で、学生が活躍でき、モチベーションを上げ、受ける生徒は

年が近く頼れる大学生と好印象を持っている。学校が集まる会津若松

市ならではの取組である。柏崎市においても２大学があるので、学生

をサポートに入れることは可能であるため、ぜひ調査研究を進めてい

きたい。 

 

【田邉優香】 

今回の視察では、会津若松市の「あいづっこ宣言」と「あいづっこ学

力向上推進計画」は、学力向上を学校だけの課題とせず、家庭・学校・

地域が共通の理念の下、市全体で子供を育てる仕組みとして推進されて

いる点が非常に印象的であった。柏崎市においても、教育大綱に基づく

学力向上推進プロジェクトや授業改善、ＩＣＴを活用した教育などによ

り、全国学力・学習状況調査では全国平均を上回る成果を上げているな

ど、着実な取組が進められている。一方で、会津若松市のように、保護

者や地域住民が教育理念を共有し、子供の成長を地域全体で支える意識

づくりは、柏崎市においてもさらに参考となる取組であると感じた。今

後は、学校・家庭・地域が一体となった教育環境づくりを一層推進する

とともに、各学校の実践事例の共有やＩＣＴを活用した主体的・探究的

な学びを充実させることで、学力向上だけでなく、ふるさと柏崎に愛着
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を持ち、自ら考え行動できる子供の育成につながる教育をさらに推進し

ていくことが重要であると考える。 

 

【持田繁義】 

・「あいづっこ学力向上推進計画」（平成１０年度から令和８年度ま

で）を策定し、その際、有識者委員会による提言を受け、学力の向

上への基盤づくり、グローバル教育、学習意欲の向上、学校・家庭・

地域が一体となった体制を構築とする基本指針が優れている。学ぶ

力の醸成、生きる力、社会に働きかける力を育むことは、まさに時

代を担う、教育の必然的、持続性を高めることにつながること。一

定の学力を高めることと同時に、学ぶ意欲、積極的に自ら作る、視

野を広めることがいかに大切かを教えている。 

・デジタル格差による学力差を生まないよう、ＩＣＴ環境を十分に整

えること。補完的支援策を検討する。同時に、ＩＣＴ導入や窓口運

用の高度化は、現場教員の負担軽減を前提とした業務改善や、効率

的な運用研修をセットで計画する。さらに「家庭との信頼関係をい

かに築くか」という質的な側面を重視が求められる。 

 

【重野正毅】 

学力向上に対する問題意識は柏崎市と同様だと感じた。その取組に

あたりＲ－ＰＤＣＡサイクルを推進していた。ＰＤＣＡの前にＲ（リ

サーチ）をおき、現状把握をより明確に意識化させていくことが大切

だとしている。 

また、学力向上の必要条件として、教員の資質向上も上げている。

全小・中学校に教育委員会訪問を実施することで教員の指導力を高め

ていこうとしていることは柏崎市でも同様ではあるが、会津若松市で

はその一歩先として各小・中学校から教員を一人「学校教育指導委員」

として位置付け、教育委員会訪問に同行させたり、他校を訪問して授

業づくり研修を行うなど教育委員会と各学校をつなぐような体制を

構築していることは学べるところであった。 

さらに、英語力向上として実用英語技能検定受検者への受検料補助

としての支援策も整っている。これは柏崎市が行わないとした支援策

だが、それを実施していることへ羨ましさをも感じた。 

令和９年３月に次の教育大綱を策定する時期ということで、今は１

０年前からの取組の継続ということから、当局としても取組自体の見

直しの必要性も感じている印象もあった。突然の細かい部分の質疑に

対しても正対した回答をしてもらえたことからも、担当者の教育に対

する深い理解と情熱を感じた。 



（様式２） 

 

【相澤宗一】 

会津若松市では、「あいづっこ学力向上推進計画」に基づき、４つ

の視点から学力向上に取り組み、毎年度アクションプランを見直して

いる。また、有識者で構成する学力向上推進委員会へ実施状況や成果

を報告し、助言を受けながら継続的な改善を図っている。 

 特に印象的であったのは、「Ｒ－ＰＤＣＡサイクル」と「ＱＵ」の

活用である。 

 学力調査等の結果を分析し、課題を明確にした上で指導改善につな

げるＲ－ＰＤＣＡサイクルは、根拠に基づく授業改善を可能にする仕

組みである。 

 また、ＱＵにより学級の状況や児童・生徒の心理面を把握し、安心

して学べる環境づくりに役立てている。 

 こうした取組の土台には、会津の伝統的な規範意識を受け継ぐ「あ

いづっこ宣言」があると感じた。規範意識の醸成による落ち着いた学

習環境の中で、データに基づく授業改善を継続することが学力向上に

つながる好循環を生み出しており、本市においても参考とすべき取組

であると感じた。 

 


